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秋山侃ほか（2007）、農業リモートセンシング・ハンドブック、システム農学会

関矢信一郎ほか（2003）、北海道農業のためのリモートセンシング実利用マニュアル、北海道開発局農林水産部

NDVIは公共牧場間で頻度のピークや分散が大きく異なり、その統計量から草地の均質性や生産性の分布な
どが推定できる（図１）。
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NDVIから植被率を推定し、県内全域の植被率マップを作成した（図２）。公共牧場等でこれを利用することで、
効率良く更新圃場を選択することができる。
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　公共牧場等において草地更新の必要性を判断するため、坪刈り法によらず、リモートセンシング技術により人工
衛星画像から草地植生を判定する手法を検討した。その結果、画像を利用して公共牧場等で更新する草地を選択
することができる。

衛星画像から計算した草地のNDVI（正規化植生指数）と実際の植被率との相関は0.94と高い。乾物収量との
相関は0.69と中程度であることから、収量ではなく植被率を指標として用いることで、高い精度で草地状況を判
定することができる。

経年化が進んで裸地化が進んだ圃場や雑草が多く侵入した圃場ほど、NDVIが低くなる傾向にある。

ただし、広葉雑草の被度が著しく高い草地ではNDVI値が高くなり、植生判定を誤る可能性があるため、利用の
際には必ず現地を確認する必要がある。

人工衛星は搭載しているセンサーによって撮影する画像の特性が異なるが、地上分解能10m以上の衛星画像
を利用することで、圃場単位での植生判定が可能となる。

人工衛星画像を利用して
公共牧場等で更新する草地を選択できる
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吾妻高原(78.2) 磐梯山(74)

石筵(80.4) いわき萩(76.9)

いわき東山(74.5) いわき芝山(78.8)

いわき舘下(84.9) 鹿角平(92.5)

扇ヶ峰(72.2) 田村市(62.2)

沼尻分場(91.7)

※ カッコ内は平均推定被度

図１ 県内公共牧場のNDVI分布図 図２　植被率マップ（沼尻分場草地）


